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活動報告

次年度計画

地域共生
活動【地域の新たな価値創造と知識集約型社会へ

の変革:地域展開ビジョン2030(岐阜大学)】
人類や社会が直面する諸課題の解決に果敢に挑戦す
る研究グループを全学のリソースを結集して形成し、その
研究活動をサポートすると同時にリサーチマネジメントを
行うことにより、効率的にイノベーションを創出し得る「価
値創造プラットフォーム」を構築します。

産学連携

1．産学連携の目的
岐阜大学が持つ教育研究資源と中部電力の地域に密着した事業活
動との産学連携を通じて、地域社会の持続的な発展に貢献する。

2．連携活動の範囲と組織 【イメージ】

地域包括

連携協定

地域貢献活動 学術的活動
人材の交流 ・

育成
その他

連携協議会

３．連携活動の領域 【イメージ】

観光
まちづくり
防災・減災
農業・林業
エネルギーマネジメント をはじめ他の分野も含む

➔協議の上、数テーマから開始

【東海地域の大学・産業界・地域発展の好循環モデル:TOKAI-PRACTISS】
東海機構及び大学連合体が“東海地域における地域創生の中核拠点”となり、世界トップレベルの
“知”と、地域セクターとの緊密な協力支援関係を活用しながら、地域の構造変革を起こしていきます。

2021.3 2021.4～ 2022.3

連携活動テーマの検討・協議

成果の評価・次年度連携テーマ検討

TOKAI-PRACTISS：Tokai Project to Renovate Area 
Chubu into Tech Innovation Smart Society

低炭素社会の実現・
環境経営の実践

社会課題の解決・人
財活用・安全健康

コーポレートガバナンス
強化・事業継続

E S G●原子力の安全性向上・活用推進

●効率的な送配電設備の構築・運用
（送配電ロス低減、地産地消促進

●再エネ電源の開発

●電化の推進

●環境経営の実践 ●グローバル・戦略人財の確保・育成

●労働安全の確保

●コミュニティの希薄化に起因した
社会課題の解決

（ｺﾐｭﾆﾃｨｻﾎﾟｰﾄｲﾝﾌﾗ）

●地域とのコミュニケーション

●顧客満足の追求

●人財の多様化

●ガバナンス・リスク管理

●情報の適時・適切な開示

●コンプライアンス・腐敗防止徹底

●情報・サイバーセキュリティ対策

●大規模災害対応の強化

●エリア供給力・電力品質の確保

貢献する
主なDGs

貢献する
主なDGs

貢献する
主なDGs

ESGの重要課題

持続的な成長と企業価値の向上

４．今後の進め方（初年度）

ESG経営の深化とSDGsへの貢献

連携活動の具体的内容や役割、
スケジュールなどについて協議する

国立大学法人東海国立大学機構岐阜大学と中部電力株式会社との産学連携に関する包括協定の概要 別紙



【連携活動のイメージ】

中部電力のシーズ

- 地域を取り巻く課題 -
人口減少、少子高齢化、産業の衰退、防災・防犯、高齢者福祉、環境保全、子育て・教育、
商店街・繁華街の衰退、観光資源の活用、脆弱な交通インフラ、地域コミュニティの衰退 等

(活動テーマイメージ)
エネルギーインフラを活用した観光振興と災害活用の可能性の検証
再エネを活用した持続的なスマートエネルギーシステムの検証

地域の農業・林業の活性化 等

×

１ エネルギーインフラとサービス（例）

２ これまでの地域共生活動にて得たノウハウ

社会システム，ビジネス，デザイン思考，イノベーション，認知科学，ひと・まち・かちづくり，遊休不動産，総合防災，観光,気
候変動適応，影響評価，リスクマネジメント，適応ビジネス, AI，IoT，ビッグデータ，気象モデリング，気象情報，生産性向
上，安全安心,プロバイオティクス，高温・酸性耐性作物，酸性耐性作物，スマート農業・灌漑， 低負荷型水処理，リン・窒
素循環，環境の価値化,健康増進，健康寿命延伸，健康/医療/福祉（介護）関連機器・システム，創薬,健康増進，機能
性食品，フードテック技術、個別化栄養,障害者/高齢者，自立，快適，健康，生き甲斐，運動機能，先端複合材料,検査，
診断，治療，ヘルスケアシステム， QoL向上， ゲノム，人獣共通感染，製薬，ゲノ
ム，医療システム輸出，健康保険, 新技術 の早期実用化，実用化の高精度
化，産学連携及び橋渡し， トランス レーショナルリサーチ,エネルギー，
気候変動，国土 環境 保全，地域
産業競争力, 電動車両，不安
定電力平準化， 災害時エネルギー

供給電力・熱マネ
ジメント，エネル

ギー自給，CO2大
幅削減, 地域防災・
減災，地域産業競
争力，少子高齢
化，エネルギー,

ICT，生産の効 率
化，センシング/ モ
ニタリング，広域
管理,多様性，
個人適応，最適 化，格差是正， 意
思決定，直接 民主政治,技術伝承， 暗
黙知の抽出・ 保存・再現、サイバーフィジカル工場，ロボット， IoT，5G/6G，
遠隔医療・介護， 実世界アバター,マテリアルズインフォマティクス，人工 知能，機械学習，
データサイエンス, 大学発ベンチャー・スタートアップ創出，アントレプレナー シップ教育,地域イノ
ベーション，エコシ ステム，地域志向人材，学生教育，事業化プロジェクト， 地域の生涯教育・リカ
レント教育，地域アクター, DX(Digital Transformation) ，AI活用，IoT，バーチャル・リアリティ，第三プラットフォーム，戦
略経営，経営管理,生産技術，知能化，AI，IoT，加工プロセスの理解，複合化，自動化，省人化，予知保全，CBM,
生医療，細胞流通，品質管理，ブロックチェーン，人工知能, 価値創造プラットフォーム, SDGｓ, アドバイザリーボード, リサー
チマネジメント, 産学協働拠点, Tech Innovation Smart Society

地域創生プロジェクトシーズキーワード
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